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る比をPc(SLISi;T,T｡)とするならばLL〔si;T,TO〕- 1-与 Pc( S挨 i暮
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が同様に 岬 について逆に解けることである｡したが→てCramerの定理 G(t;t′)
の固有値 グm が 0でないことが要求される :
V‖1､H (4)
次 に (2)式 の右辺に於いて J-一定とした ものをF in (J) と お く と次 が示 されるo
t+T
控 寺 ･rt (J(t'ト J(t川 F斗 n ( ∫(t) ))dt'
- li-雫 了 T.rtけ G(t,;t′′ )dt,dt"T→∞ t
2
- (AF) 5.I (5)
ここに外場 F(t′)は･F(t′)F･ (J‖));t′< t,F(t′)-Fin(J(t))1∩
+AF-'F;t′>t と選んであるOいま (4)によりグキ0となることが示されるo
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¢rF,J) - FJ - .∫ Fin(J ′) dJ ′
0
(8)





この形式的な泰式は不可逆件を表現 しているが, (8)は自由エネルギー に対応するも
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非線形ランダム媒質内における多重散乱
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電波研 古 津 宏 一
変数 t両 -(+1,+2, ,㌔ Iで記述される1つの物理琴が,これに影響をう有
ない充分大きな外部系 と変数 q(Ⅹ)を通じて結合しているものとし,次の形の …運動方
程式"せみたすものとする,
L〔少〕- V〔q,少〕+ 7 (1)
ここでL及びVは時間及び空間微分を含むサ及び qに関するnon-1inear なオペレ
ーターとし, 符は少についての外部源である｡ここで外部系の変数 q(x)に関する統
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